
第５５号議案関係資料

「品川区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の

一部を改正する条例」について 

１．改正理由 

平成３０年３月７日付、都市計画決定された「戸越・豊町地区地区計画」に

よるまちづくりの実現性をより確実に担保するため、建築確認申請時の審査対

象となるよう、「品川区地計画等の区域内における建築物の制限に関する条例」

に関する所要の改正を行う。

２．地区の位置および改正内容  （資料１） 

３．新旧対照表         （資料２） 

４．施行期日          公布の日から 

建 設 委 員 会 資 料

平 成 ３ ０ 年 ７ 月 ２ 日

都 市 環 境 部 建 築 課



【地区の区分】

凡例 地区名

【壁面の位置を定める区間】

道路中心線
から３ｍ

地区施設
境界から４ｍ

D地区

C地区

A地区

B地区

１．別表第１関係

区　域
戸越・豊町地区地区整
備計画

地区整備計画等の名称

都市計画法第20条第1項の規定により告示された戸越・豊町地区地区計
画（平成30年品川区告示第109号）の区域のうち、地区整備計画が定めら
れた区域

２．別表第２関係

60㎡

計画図に示す位置

道路に面する部分の垣
またはさくの構造制限

① 建築物の敷地面積の最低限度 250㎡

【新規追加】
Ｄ地区

戸越・豊町地区地区整
備計画

① 建築物の敷地面積の最低限度

② 壁面の位置の制限

③ 垣またはさくの構造の制限

② 壁面の位置の制限

③ 垣またはさくの構造の制限

計画図に示す位置

道路に面する部分の垣
またはさくの構造制限

【新規追加】
Ａ地区、Ｂ地区
およびＣ地区

計画地区 主な概要地区整備計画等の名称

本文

条

（壁面の位置の制限）

第９条
地区計画で規定したものを条例においても制限できるように規定整備

主な概要

「品川区地区計画等の区域内における 

建築物の制限に関する条例」の改正の概要 
敷地面積の最低限度    【全地区】 

壁面位置の制限                        【Ａ・Ｄ地区】 

垣又はさくの構造の制限 【全地区】 

（110 ㎡の敷地の場合） 

（120 ㎡の敷地の場合） 

（現状） 

（建替え） 

【Ａ地区】６ｍに拡幅する地区防災道路６号

（大原通りの一部）の沿道では、道路中心線

から３ｍ以上壁面を後退して建築する。

【Ａ・Ｂ・Ｃ地区】６０㎡以上。 

【Ｄ地区】２５０㎡以上。 

ただし、現に建築物の敷地として使用され

ている６０㎡未満の土地や公共施設の整備

により６０㎡未満となった土地等は除く。 

建築基準法の道路又は地区施設の道路に

面して、ブロック塀を設けてはならない。 

道路に面して垣、さくを設ける場合は、

生け垣、透視可能なフェンス、又は採光・

通風に配慮した軽量なフェンスとする。 

【Ｄ地区】道路、隣地の境界から４ｍ以上

壁面を後退して建築する。

１．地区の位置 

２．改正内容 

Ⅰ．当該地区計画の決定により条例に追加する内容

Ⅱ．当該地区計画の条例化に伴い変更する内容

《生け垣の例》 

資料１ 

Ａ・Ｂ・Ｃ地区の場合 

地区防災道路の

計画区域（６ｍ） 

地区防災道路の

計画区域（６ｍ） 

壁面の位置の制限（4ｍ） 

敷地内通路１号 

地区防災道路１４号 
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新旧対照表 

○品川区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例 

新 旧 

別表第１（第２条、第２条の２、第13条の２、第13条の９関係） 別表第１（第２条、第２条の２、第13条の２、第13条の９関係） 

 種別 地区整備計画等の

名称 

区域   種別 地区整備計画等の

名称 

区域  

 地区整備

計画、再

開発地区

整備計画

および防

災街区整

備地区整

備計画 

（省略） （省略）   地区整備

計画、再

開発地区

整備計画

および防

災街区整

備地区整

備計画 

（省略） （省略）  

 豊町四・五・六、二

葉三・四、西大井六

丁目地区地区整備

計画 

都市計画法第20条第１項の規定により

告示された豊町四・五・六、二葉三・四、

西大井六丁目地区地区計画（平成28年品

川区告示第214号）の区域のうち、地区

整備計画が定められた区域 

  豊町四・五・六、二

葉三・四、西大井六

丁目地区地区整備

計画 

都市計画法第20条第１項の規定により

告示された豊町四・五・六、二葉三・四、

西大井六丁目地区地区計画（平成28年品

川区告示第214号）の区域のうち、地区

整備計画が定められた区域 

戸越・豊町地区地区

整備計画 

都市計画法第20条第１項の規定により

告示された戸越・豊町地区地区計画（平

成30年品川区告示第109号）の区域のう

ち、地区整備計画が定められた区域 

 沿道地区

整備計画

品川区中原街道地

区沿道地区整備計

画 

都市計画法第20条第１項の規定により

告示された品川区中原街道地区沿道地

区計画（平成18年品川区告示第419号）

の区域のうち、沿道地区整備計画が定め

られた区域 

  沿道地区

整備計画

品川区中原街道地

区沿道地区整備計

画 

都市計画法第20条第１項の規定により

告示された品川区中原街道地区沿道地

区計画（平成18年品川区告示第419号）

の区域のうち、沿道地区整備計画が定め

られた区域 

 特定建築

物地区整

備計画 

小山台一丁目地区

特定建築物地区整

備計画 

都市計画法第21条第２項において準用

する同法第20条第１項の規定により告

示された小山台一丁目地区防災街区整

備地区計画（平成20年品川区告示第246

号）の区域のうち、特定建築物地区整備

計画が定められた区域 

  特定建築

物地区整

備計画 

小山台一丁目地区

特定建築物地区整

備計画 

都市計画法第21条第２項において準用

する同法第20条第１項の規定により告

示された小山台一丁目地区防災街区整

備地区計画（平成20年品川区告示第246

号）の区域のうち、特定建築物地区整備

計画が定められた区域 

資
料
２
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新 旧 

別表第２（第３条―第11条関係） 別表第２（第３条―第11条関係） 

 地区

整備

計画

等の

名称

地区

整備

計画

等地

区 

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ   地区

整備

計画

等の

名称

地区

整備

計画

等地

区 

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ

 建築物

の用途

の制限

建築物

の容積

率の最

高限度

建築

物の

容積

率の

最低

限度

建築

物の

建ぺ

い率

の最

高限

度 

建築

物の

建築

面積

の最

低限

度 

建築

物の

敷地

面積

の最

低限

度 

壁面の

位置の

制限 

建築

物の

高さ

の最

高限

度 

垣ま

たは

さく

の構

造の

制限

  建築物

の用途

の制限

建築物

の容積

率の最

高限度

建築

物の

容積

率の

最低

限度

建築

物の

建ぺ

い率

の最

高限

度 

建築

物の

建築

面積

の最

低限

度 

建築

物の

敷地

面積

の最

低限

度 

壁面の

位置の

制限 

建築

物の

高さ

の最

高限

度 

垣ま

たは

さく

の構

造の

制限

 （省

略）

            （省

略）

 豊町

四・

五・

六、

二葉

三・

四、

西大

井六

丁目

地区

地区

整備

計画

（省

略）

  豊町

四・

五・

六、

二葉

三・

四、

西大

井六

丁目

地区

地区

整備

計画

（省

略）

Ｃ地

区 

（省

略） 

        Ｃ地

区 

（省

略） 

戸

越・

豊町

地区

地区

整備

計画

Ａ地

区、Ｂ

地区

およ

びＣ

地区

60平

方メ

ート

ル。

ただ

し、

公共

施設

計画図

３に示

す壁面

の位置

の制限

を定め

る部分

につい

生

垣、

透視

可能

なフ

ェン

スま

たは
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新 旧 

（地

区施

設を

含

む。

以下

この

項に

おい

て同

じ。）

の整

備等

によ

り60

平方

メー

トル

未満

とな

った

土地

およ

び公

共施

設の

整備

等に

伴い

代替

地と

して

譲渡

ては、建

築物の

外壁ま

たはこ

れに代

わる柱

の面お

よび軒、

ひさし、

出窓、バ

ルコニ

ー、ベラ

ンダ、テ

ラスそ

の他こ

れらに

類する

建築物

の各部

分から

道路中

心線ま

での距

離は、３

メート

ル以上

とする。

採光

およ

び通

風に

配慮

した

軽量

なフ

ェン

ス

（道

路

（地

区施

設を

含

む。

以下

この

項に

おい

て同

じ。）

に面

する

部分

に限

る。

）。

ただ

し、

道路

面か
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新 旧 

され

た60

平方

メー

トル

未満

の土

地に

つい

て

は、

この

限り

でな

い。

らの

高さ

が

0.6

メー

トル

以下

のブ

ロッ

ク塀

その

他こ

れに

類す

るも

のお

よび

道路

に面

する

門柱

また

は門

柱に

接す

る長

さが

1.2

メー

トル

以下

であ

っ
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新 旧 

て、

か

つ、

高さ

が２

メー

トル

以下

のブ

ロッ

ク塀

その

他こ

れに

類す

るも

のに

あっ

て

は、

この

限り

でな

い。

Ｄ地

区

250

平方

メー

トル

計画図

３に示

す壁面

の位置

の制限

を定め

る部分

につい

ては、建

生

垣、

透視

可能

なフ

ェン

スま

たは

採光
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新 旧 

築物の

外壁ま

たはこ

れに代

わる柱

の面か

ら道路

境界線

または

隣地境

界線ま

での距

離は、４

メート

ル以上

とする。

およ

び通

風に

配慮

した

軽量

なフ

ェン

ス

（道

路

（地

区施

設を

含

む。

以下

この

項に

おい

て同

じ。）

に面

する

部分

に限

る。

）。

ただ

し、

道路

面か

らの
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新 旧 

高さ

が

0.6

メー

トル

以下

のブ

ロッ

ク塀

その

他こ

れに

類す

るも

のお

よび

道路

に面

する

門柱

また

は門

柱に

接す

る長

さが

1.2

メー

トル

以下

であ

っ

て、
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新 旧 

か

つ、

高さ

が２

メー

トル

以下

のブ

ロッ

ク塀

その

他こ

れに

類す

るも

のに

あっ

て

は、

この

限り

でな

い。

付 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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新旧対照表 

○品川区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例 

新 旧 

（壁面の位置の制限） （壁面の位置の制限） 

第９条 建築物の外壁またはこれに代わる柱の面（別表第２に特に定めがある

場合は、当該建築物に附属する門もしくは塀で高さ２メートルを超えるもの

の面または軒、ひさし、出窓、バルコニー、ベランダ、テラスその他これら

に類する建築物の各部分を含む。次項において同じ。）から道路境界線、道

路中心線、敷地境界線または隣地境界線までの距離は、同表に掲げる地区整

備計画等地区の区分に応じ、それぞれ同表キの欄に掲げる数値以上でなけれ

ばならない。 

第９条 建築物の外壁またはこれに代わる柱の面（別表第２に特に定めがある

場合は、建築物の外壁もしくはこれに代わる柱または当該建築物に附属する

門もしくは塀で高さ２メートルを超えるものの面。次項において同じ。）か

ら道路境界線、道路中心線、敷地境界線または隣地境界線までの距離は、同

表に掲げる地区整備計画等地区の区分に応じ、それぞれ同表キの欄に掲げる

数値以上でなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか、建築物の外壁またはこれに代わる柱の面は、別

表第２に掲げる地区整備計画等地区の区分に応じ、それぞれ同表キの欄に掲

げる事項に適合するものとしなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか、建築物の外壁またはこれに代わる柱の面は、別

表第２に掲げる地区整備計画等地区の区分に応じ、それぞれ同表キの欄に掲

げる事項に適合するものとしなければならない。 


